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平成25年12月期連結業績と前年実績との差異及び営業外収益・ 

営業外費用・特別損失の計上並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

    

当社は、平成25年12月期（平成25年1月1日～平成25年12月31日）の当社連結業績につきまして、前年実績と比

較して差異が生じることが予想されますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 25 年 12 月期 （平成 25 年１月 1日から平成 25 年 12 月 31 日）の連結業績と前年実績との差異 

 

       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当

期純利益 

平成 24 年 12 月期 

実績（A） 

 

450 

 

 △1,006 

 

   △922 

 

△1,017 

円 銭 

△463.86 

平成 25 年 12 月期 

実績（B） 

 

461 

 

 △1,423 

 

  △1,357 

 

△2,202 

 

△1,003.61 

増減額（B-A）  11 △417  △434 △1,184 － 

増減率（％） 2.6 － －   － － 

 

2. 差異が生じた理由 

当社の事業戦略方針である、グローバルエリアでのスマートフォン等マルチデバイス向け電子書籍プラットフ

ォーム事業の早期確立と安定的拡大を実現する為、各国現地で通信キャリア等と BtoBtoC のビジネスモデルをに

て協業を進め、継続的にプラットフォーム及びビューアアプリケーションの開発と、コンテンツタイトルの拡充

に投資を行ってまいりました。その結果、コンテンツ事業においては複数のエリアで順次新規サービスが開始さ

れましたが、まだ初期の段階であり、収益への寄与は少なく、前年同期比に対して売上高は減収となりました。

マスターライツ事業においては、海外で保有していたライツの販売を積極的に展開した事により増収となり、全

体の売上高は、前年実績比微増となりました。 

損益につきましては、国内事業における売上拡大の為に、主に BtoC 向けの電子書籍サービスに対して積極的な



プロモーションを行った為、広告宣伝費が増加し、また、減損損失、為替換算調整額、貸倒引当金繰入額等の特

別損失が発生したこと等により、営業損失、当期純損失の計上となりました。 

この結果、売上高 461 百万円（前連結会計年度比 2.6％増）、営業損失 1,423 百万円（前連結会計年度は営業損

失 1,006 百万円となり、経常損失 1,357 百万円（前連結会計年度は経常損失 922 百万円）当期純損失 2,202 百万

円（前連結会計年度は四半期純損失 1,017 百万円）となりました。 

 

3. 営業外収益、費用及び特別損失の発生 

当社は平成 25 年 12 月期連結会計年度において、下記のとおり、営業外収益、費用及び特別損失が発生いたし

ました。 

（営業外収益の発生及びその内容） 

              （単位：百万円） 

内訳 金額 

(1)為替差益 75 

その他 29 

合計 105 

(1) 為替相場が円安基調に振れたことにより為替差益を計上いたしました。当該為替差益は主に保有してい

た外貨建預金を邦貨へ決済した際に発生したものであります。 

 

（営業外費用の発生及びその内容） 

              （単位：百万円） 

内訳 金額 

(1)地金評価損 38 

その他 0 

合計 38 

(1) 会計年度末において当社が保有していた地金の時価評価によるものであります。 

 

（特別損失の発生及びその内容） 

              （単位：百万円） 

内訳 金額 

(1)減損損失 495 

(2)為替換算調整額取崩額 68 

(3)貸倒引当金繰入額 63 

(4)コンテンツ資産評価損 59 

(5)契約解除損 44 

その他 77 

合計 840 

(1) 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき判定した結果、継続的な営業損失の計上により、減損損失

を認識いたしました。減損損失の主なものは、コンテンツ配信用ソフトウエア 455 百万円であります。 

(2) 英国子会社を連結の範囲から除外することにより、当連結会計年度の連結決算手続において、「為替換

算調整勘定」を取り崩すことに伴う損失であります。 



(3) 海外事業に関連する貸付金に対しての引当であります。 

(4) サイト統廃合の計画に際して、コンテンツ資産の評価を切り下げた損失であります。 

(5) 余剰コストの契約解除等に伴って期末日後に発生する費用又は損失の見込額であります。 

 

4. 平成 25 年 12 月配当予想の修正 

（1）修正の内容 

 期末配当 年間配当 

前回予想（平成 25 年 11 月 14 日） －円 －円 

今回修正予想 0.00 円 0.00 円 

（ご参考）平成 24 年 12 月期実績 0.00 円 0.00 円 

 

（2）修正の理由 

 当社は株主還元を経営の重要課題と認識しておりますが、当期業績を鑑み誠に遺憾ではありますが、期末配当

予想を無配に修正させていただきます。 

 

以上 

 


